
10

20

JP 7601576 B2 2024.12.17

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7601576号

(P7601576)
(24)登録日　令和6年12月9日(2024.12.9)(45)発行日　令和6年12月17日(2024.12.17)

(54)【発明の名称】　送受話器の支持構造及び火災受信機

(51)国際特許分類
　   Ｇ０８Ｂ 17/00 (2006.01)
　   Ｈ０４Ｍ 1/04 (2006.01)
　   Ｈ０５Ｋ 5/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ｇ０８Ｂ 17/00 　　　Ｇ 　　　
　Ｈ０４Ｍ 1/04 　　　Ｚ 　　　
　Ｈ０５Ｋ 5/02 　　　Ｂ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-111698(P2020-111698)
(22)出願日　 令和2年6月29日(2020.6.29)
(65)公開番号　 特開2022-10911(P2022-10911A)
(43)公開日　 令和4年1月17日(2022.1.17)

審査請求日　 令和5年5月16日(2023.5.16)

(73)特許権者　 000003403
ホーチキ株式会社
東京都品川区上大崎２丁目１０番４３号

(74)代理人　 100149548
弁理士　松沼  泰史

(74)代理人　 100161506
弁理士　川渕  健一

(74)代理人　 100171446
弁理士　高田  尚幸

(72)発明者　 笠松  俊史
東京都品川区上大崎二丁目１０番４３号  
ホーチキ株式会社内

審査官　 神田  泰貴

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 に 着 脱 可 能 に 係 合 さ れ た 送 受 話 器 と 、
　 前 記 本 体 部 か ら 前 記 送 受 話 器 を 取 り 出 す 方 向 で あ る 取 り 出 し 方 向 へ の 前 記 送 受 話 器 の 移  
動 を 規 制 す る 脱 落 規 制 部 と 、
前 記 本 体 部 の 上 方 に 配 置 さ れ る と と も に 、 上 下 方 向 に 貫 通 す る 係 止 孔 が 形 成 さ れ た 上 板 部  
と 、 を 備 え 、
  前 記 脱 落 規 制 部 は 、
  前 記 送 受 話 器 の 上 部 を 下 方 に 向 か っ て 押 圧 す る 押 圧 部 と 、
  前 記 脱 落 規 制 部 は 、 前 記 押 圧 部 の 前 端 部 に 接 続 さ れ た 係 止 部 と 、 を 有 し 、
  該 係 止 部 は 、 前 記 係 止 孔 に 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 本 体 部 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 本 体 部 が 固 定 さ れ た 後 板 部 を 備 え 、
　 前 記 脱 落 規 制 部 は 、 前 記 後 板 部 に 固 定 さ れ る 固 定 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 送 受 話 器 の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
  本 体 部 に 着 脱 可 能 に 係 合 さ れ た 送 受 話 器 と 、
  前 記 送 受 話 器 を 内 部 に 収 容 す る 収 容 凹 部 と 、
  前 記 本 体 部 か ら 前 記 送 受 話 器 を 取 り 出 す 方 向 で あ る 取 り 出 し 方 向 へ の 前 記 送 受 話 器 の 移  
動 を 規 制 す る 脱 落 規 制 部 と 、 を 備 え 、

請求項の数　5　（全12頁）
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  前 記 脱 落 規 制 部 は 、
  前 記 収 容 凹 部 に お け る 前 記 取 り 出 し 方 向 の 反 対 側 に 位 置 す る 後 板 部 に 接 触 し て 取 り 付 け  
ら れ る 板 と し て 構 成 さ れ る 固 定 板 部 と 、
  前 記 送 受 話 器 の 上 部 を 下 方 に 向 か っ て 押 圧 す る 押 圧 部 と 、 を 有 し 、
  前 記 固 定 板 部 は 、
  前 記 本 体 部 に 前 記 送 受 話 器 が 係 合 さ れ て い な い 状 態 で 、 前 方 か ら 見 た 際 に 露 出 し 、
  前 記 本 体 部 に 前 記 送 受 話 器 が 係 合 さ れ て い る 状 態 で 、 前 方 か ら 見 た 際 に 前 記 送 受 話 器 で  
隠 れ る 位 置 で 前 記 後 板 部 と 螺 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 押 圧 部 は 、 前 方 に 向 か う に し た が っ て 次 第 に 下 方 に 傾 斜 す る と と も に 、 上 下 方 向 に  
弾 性 変 形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 に 記 載 の 送 受 話 器 の 支  
持 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る  
火 災 受 信 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 送 受 話 器 の 支 持 構 造 及 び 火 災 受 信 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 火 災 受 信 機 等 の 火 災 報 知 設 備 で は 、 電 話 線 を 介 し て 接 続 さ れ た 発 信 機 や 表 示  
機 等 の 端 末 機 器 と の 間 で 通 信 が で き る よ う に 送 受 話 器 が 設 置 さ れ て い る こ と が あ る （ 例 え  
ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 下 記 の 特 許 文 献 １ に は 、 火 災 受 信 機 の 扉 等 の 本 体 に フ ッ ク 部 が 設 け ら れ 、 フ ッ ク 部 に 送  
受 話 器 を か け ら れ る よ う に し た 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ３ ４ ８ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 送 受 話 器 で は 、 振 動 や 送 受 話 器 へ の 接 触 等 に よ  
っ て 、 送 受 話 器 が フ ッ ク 部 か ら 脱 落 し て し ま う こ と が あ る 。 ま た 、 送 受 話 器 に 摩 擦 係 数 の  
高 い パ ッ キ ン を 取 り 付 け て 、 パ ッ キ ン を 扉 等 の 本 体 に 接 触 さ せ て 、 送 受 話 器 が ず れ に く い  
よ う に し た も の も あ る が 、 送 受 話 器 の 脱 落 を 十 分 に 抑 制 す る こ と が で き な い と い う 問 題 点  
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 送 受 話 器 の 脱 落 を 抑 制 す る こ と が で  
き る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 及 び 火 災 受 信 機 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を 採 用 し て い る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 は 、 本 体 部 に 着 脱 可 能 に 係 合 さ れ た 送 受 話  
器 と 、 前 記 本 体 部 か ら 前 記 送 受 話 器 を 取 り 出 す 方 向 で あ る 取 り 出 し 方 向 へ の 前 記 送 受 話 器  
の 移 動 を 規 制 す る 脱 落 規 制 部 と 、 前 記 本 体 部 の 上 方 に 配 置 さ れ る と と も に 、 上 下 方 向 に 貫  
通 す る 係 止 孔 が 形 成 さ れ た 上 板 部 と 、 を 備 え 、 前 記 脱 落 規 制 部 は 、 前 記 送 受 話 器 の 上 部 を  
下 方 に 向 か っ て 押 圧 す る 押 圧 部 と 、 前 記 脱 落 規 制 部 は 、 前 記 押 圧 部 の 前 端 部 に 接 続 さ れ た  
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係 止 部 と 、 を 有 し 、 該 係 止 部 は 、 前 記 係 止 孔 に 係 止 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 は 、 本 体 部 に 着 脱 可 能 に 係 合 さ れ た 送 受 話 器 と 、  
前 記 送 受 話 器 を 内 部 に 収 容 す る 収 容 凹 部 と 、 前 記 本 体 部 か ら 前 記 送 受 話 器 を 取 り 出 す 方 向  
で あ る 取 り 出 し 方 向 へ の 前 記 送 受 話 器 の 移 動 を 規 制 す る 脱 落 規 制 部 と 、 を 備 え 、 前 記 脱 落  
規 制 部 は 、 前 記 収 容 凹 部 に お け る 前 記 取 り 出 し 方 向 の 反 対 側 に 位 置 す る 後 板 部 に 接 触 し て  
取 り 付 け ら れ る 板 と し て 構 成 さ れ る 固 定 板 部 と 、 前 記 送 受 話 器 の 上 部 を 下 方 に 向 か っ て 押  
圧 す る 押 圧 部 と 、 を 有 し 、 前 記 固 定 板 部 は 、 前 記 本 体 部 に 前 記 送 受 話 器 が 係 合 さ れ て い な  
い 状 態 で 、 前 方 か ら 見 た 際 に 露 出 し 、 前 記 本 体 部 に 前 記 送 受 話 器 が 係 合 さ れ て い る 状 態 で  
、 前 方 か ら 見 た 際 に 前 記 送 受 話 器 で 隠 れ る 位 置 で 前 記 後 板 部 と 螺 合 し て い る こ と を 特 徴 と  
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 送 受 話 器 の 支 持 構 造 で は 、 脱 落 規 制 部 に よ っ て 送 受 話 器 が 本 体 部  
か ら 取 り 出 し 方 向 へ の 移 動 か 規 制 さ れ 脱 落 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
ま た 、 脱 落 規 制 部 の 押 圧 部 に よ っ て 、 送 受 話 器 の 上 部 は 下 方 に 向 か っ て 押 圧 さ れ て い る 。  
よ っ て 、 送 受 話 器 が 本 体 部 に 確 実 に 係 合 す る た め 、 送 受 話 器 が 本 体 部 か ら 脱 落 す る こ と が  
よ り 一 層 抑 制 さ れ る 。
  ま た 、 押 圧 部 の 前 端 部 に 接 続 さ れ た 係 止 部 が 、 本 体 部 の 上 方 に 配 置 さ れ た 上 板 部 の 係 止  
孔 に 係 止 さ れ て い る 。 よ っ て 、 押 圧 部 が 外 れ る こ と が な く 、 送 受 話 器 の 上 部 を 下 方 に 向 か  
っ て 確 実 に 押 圧 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 で は 、 前 記 押 圧 部 は 、 前 方 に 向 か う に し た が っ  
て 次 第 に 下 方 に 傾 斜 す る と と も に 、 上 下 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 送 受 話 器 の 支 持 構 造 で は 、 押 圧 部 は 、 前 方 に 向 か う に し た が っ て  
次 第 に 下 方 に 傾 斜 す る と と も に 、 上 下 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 で あ る 。 よ っ て 、 送 受 話 器 を 本  
体 部 か ら 取 り 外 す 際 に 、 送 受 話 器 を 上 方 に 移 動 さ せ る よ う に 押 圧 部 を 上 方 に 変 形 さ せ れ ば  
よ い た め 、 送 受 話 器 の 取 外 し を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 は 、 前 記 本 体 部 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 前 記 本 体 部  
が 固 定 さ れ た 後 板 部 を 備 え 、 前 記 脱 落 規 制 部 は 、 前 記 後 板 部 に 固 定 さ れ る 固 定 部 を 有 し て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 送 受 話 器 の 支 持 構 造 で は 、 脱 落 規 制 部 の 固 定 部 は 、 本 体 部 の 後 方  
に 配 置 さ れ た 後 板 部 に 固 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 前 方 か ら 見 た 際 に 、 脱 落 規 制 部 の 固 定 部  
が 本 体 部 で 隠 れ る た め 、 固 定 部 が 目 立 た な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 火 災 受 信 機 は 、 上 記 の い ず れ か 一 に 記 載 の 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 備  
え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 火 災 受 信 機 で は 、 脱 落 規 制 部 に よ っ て 送 受 話 器 が 本 体 部 か ら 脱 落  
す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 及 び 火 災 受 信 機 に よ れ ば 、 送 受 話 器 の 脱 落 を 抑 制 す る  
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 備 え た 火 災 受 信 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 火 災 受 信 機 の 表 示 パ ネ ル 材 か ら 本 体 部 及 び 送 受 話 器 を 取 り 外 し  



10

20

30

40

50

JP 7601576 B2 2024.12.17(4)

た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 の 脱 落 防 止 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 火 災 受 信 機 の 表 示 パ ネ ル 材 か ら 送 受 話 器 を 取 り 外 し た 正 面 図 で  
あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 上 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 一 実 施 形 態 の 変 形 例 １ に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 の 一 部 で あ る 。
【 図 ８ 】 一 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 の 一 部 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 一 実 施 形 態 に 係 る 火 災 受 信 機 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 火 災 受 信 機 は 、 集 合 住 宅 や 公 共 施 設 等 の 建 物 の 管 理 人 室 等 に 設 置 さ れ  
、 建 物 の 警 戒 区 域 ご と に 火 災 受 信 機 か ら 引 き 出 さ れ た 回 線 に 火 災 感 知 器 及 び 火 災 発 信 機 等  
を 接 続 し 、 制 御 回 線 を 介 し て 防 排 煙 機 器 と し て 防 火 扉 や 排 煙 ダ ン パ 等 を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 火 災 受 信 機 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 火 災 受 信 機 １ ０ ０ は 、 筐 体 １ と 、 操 作 表 示 パ ネ ル ２ と 、 送 受 話 器 の  
支 持 構 造 ３ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 火 災 受 信 機 １ ０ ０ に お い て 、 後 述 す る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 ３ に お い て 、 電 話 機  
本 体 ５ ０ （ 図 ２ 参 照 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 し て 送 受 話 器 ６ ０ が 配 置 さ れ る 側 を 前 方 と し 、 反  
対 側 を 後 方 と し 、 こ れ ら を 結 ぶ 方 向 を 前 後 方 向 と す る 。 ま た 、 前 後 方 向 に 直 交 す る 水 平 方  
向 を 左 右 方 向 と し て 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 筐 体 １ は 、 配 線 を 収 容 可 能 な 筐 体 本 体 部 １ １ と 、 筐 体 本 体 部 １ １ の 前 面 を 開 閉 可 能 な 扉  
部 １ ２ と 、 を 有 し て い る 。 扉 部 １ ２ は 、 筐 体 本 体 部 １ １ の 側 部 に 設 け ら れ た ヒ ン ジ （ 不 図  
示 ） に よ り 開 閉 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 筐 体 本 体 部 １ １ の 内 部 に は 、 図 示 し な い 火 災 感 知 器 や 防 排 煙 設 備 等 の 端 末 機 器 か ら の 検  
出 信 号 や 作 動 状 態 を 伝 え る 信 号 等 、 外 部 か ら の 信 号 や 電 力 供 給 を 火 災 受 信 機 １ ０ ０ が 受 け  
取 る た め の も の 機 能 部 （ 不 図 示 ） が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 操 作 表 示 パ ネ ル ２ は 、 筐 体 １ の 扉 部 １ ２ の 前 面 に 設 け ら れ て い る 。 操 作 表 示 パ ネ ル ２ は  
、 不 図 示 の 操 作 表 示 パ ネ ル 基 板 と 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 不 図 示 の 本 体 基 板 か ら 操 作 表 示 パ ネ ル 基 板 に 伝 達 さ れ た 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 不 図 示 の  
ス ピ ー カ ー に よ り 警 報 音 を 発 信 し た り 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ に 設 け ら れ た 操 作 ス イ ッ チ の 操  
作 に 基 づ い て 、 警 報 音 を 停 止 し た り す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ は 、 操 作 表 示 パ ネ ル 基 板 の 前 方 に 配 置 さ れ て い る 。 表 示 パ ネ ル 材 ２ １  
の 前 面 に は 、 各 種 操 作 表 示 部 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ に 設 け ら れ た 送 受 話 器 の 支 持 構 造 ３ に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 受 話 器 の 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 送 受 話 器 の 支 持 構 造 ３ は 、 収 容 凹 部 ３ ０ と 、 脱 落 防 止 材 （ 脱 落 規 制  
部 ） ４ ０ と 、 電 話 機 本 体 （ 本 体 部 ） ５ ０ と 、 送 受 話 器 ６ ０ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 収 容 凹 部 ３ ０ は 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ の 表 面 か ら 後 方 に 向 か っ て 凹 む  
よ う に 形 成 さ れ て い る 。 収 容 凹 部 ３ ０ に 、 送 受 話 器 ６ ０ が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ か ら 電 話 機 本 体 ５ ０ 及 び 送 受 話 器 ６ ０ を 取 り 外 し た 正 面 図 で  
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あ る 。
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 収 容 凹 部 ３ ０ は 、 上 板 部 ３ １ と 、 下 板 部 ３ ２ と 、 側 板 部 ３  
３ と 、 後 板 部 ３ ４ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 板 部 ３ １ 、 下 板 部 ３ ２ 及 び 側 板 部 ３ ３ は 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ の 前  
面 （ 図 ３ 参 照 。 以 下 同 じ ） か ら 後 方 に 向 か っ て 延 び て い る 。 上 板 部 ３ １ 及 び 下 板 部 ３ ２ は  
、 略 水 平 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 側 板 部 ３ ３ は 、 略 鉛 直 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。  
後 板 部 ３ ４ は 、 上 板 部 ３ １ 、 下 板 部 ３ ２ 及 び 側 板 部 ３ ３ の 後 端 部 に 連 結 さ れ て い る 。 後 板  
部 ３ ４ は 、 略 鉛 直 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 上 板 部 ３ １ の 前 部 に は 、 上 下 方 向 に 貫 通 す  
る 係 止 孔 ３ １ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 脱 落 防 止 材 ４ ０ は 、 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 送 受 話 器 ６ ０ を 取 り 出 す 方 向 で あ る 取 り 出 し 方  
向 へ の 送 受 話 器 ６ ０ の 移 動 を 規 制 す る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら  
送 受 話 器 ６ ０ を 前 方 （ 取 り 出 し 方 向 ） に 取 り 出 す よ う に な っ て い る 。 脱 落 防 止 材 ４ ０ は 、  
固 定 板 部 （ 固 定 部 ） ４ １ と 、 押 圧 板 部 （ 押 圧 部 ） ４ ６ と 、 係 止 板 部 （ 係 止 部 ） ４ ８ と 、 を  
有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ は 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 固 定 板 部 ４ １ は 、 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 固 定 板 部 ４ １ の 板 厚 方 向  
は 、 前 後 方 向 を 向 い て い る 。 固 定 板 部 ４ １ に は 、 前 後 方 向 に 貫 通 す る 取 付 孔 ４ １ ｈ が 形 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 固 定 板 部 ４ １ は 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 後 板 部 ３ ４ の 前 面 に 配 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 固 定 板 部 ４ １ の 下 部 に は 、 左 右 方 向 両 側 に 広 が る 幅 広 板 部 ４ ３ が 設  
け ら れ て い る 。 幅 広 板 部 ４ ３ の 左 右 両 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ 前 方 に 延 び る 端 部 板 部 ４ ３ ａ が  
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 押 圧 板 部 ４ ６ は 、 固 定 板 部 ４ １ の 上 端 部 か ら 前 方 に 延 び て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ は 、 板 状  
に 形 成 さ れ て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ の 板 厚 方 向 は 、 上 下 方 向 を 向 い て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ は  
、 前 方 に 向 か う に し た が っ て 次 第 に 下 方 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ は 、 上 下  
方 向 に 弾 性 変 形 可 能 と さ れ て い る 。 脱 落 防 止 材 ４ ０ は 、 金 属 材 料 や 樹 脂 材 料 等 で 構 成 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 係 止 板 部 ４ ８ は 、 押 圧 板 部 ４ ６ の 前 端 部 に 設 け ら れ て い る 。 係 止 板 部 ４ ８ は 、 上 向 き 片  
４ ８ ａ と 、 係 止 片 ４ ８ ｂ と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 向 き 片 ４ ８ ａ は 、 押 圧 板 部 ４ ６ の 前 端 部 か ら 、 前 方 に 向 か う に し た が っ て 次 第 に 上 方  
に 向 か っ て 傾 斜 し て い る 。 係 止 片 ４ ８ ｂ は 、 上 向 き 片 ４ ８ ａ の 上 端 部 か ら 前 方 に 延 び て い  
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 係 止 板 部 ４ ８ の 上 向 き 片 ４ ８ ａ の 前 端 部 は 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 上 板 部  
３ １ の 係 止 孔 ３ １ ｈ の 前 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 係 止 板 部 ４ ８ の 係 止 片 ４ ８ ｂ は 、 上 板 部  
３ １ の 上 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 係 止 板 部 ４ ８ は 、 収  
容 凹 部 ３ ０ の 上 板 部 ３ １ の 係 止 孔 ３ １ ｈ に 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 電 話 機 本 体 ５ ０ は 、 本 体 固 定 部 ５ １ と 、 送 受 話 器 係 合 部 ５ ６ と 、 を 有 し て い る 。 電 話 機  
本 体 ５ ０ は 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ の 収 容 凹 部 ３ ０ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 収 容 凹 部 ３ ０ の 後 板 部 ３ ４ の 前 面 に 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 固 定 板 部 ４ １ が 配 置 さ れ 、 固 定 板  
部 ４ １ の 前 面 に 本 体 固 定 部 ５ １ が 配 置 さ れ て い る 。 本 体 固 定 部 ５ １ の 左 右 両 側 面 に 沿 っ て  
、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 端 部 板 部 ４ ３ ａ （ 図 ４ 参 照 。 以 下 同 じ 。 ） が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 体 固 定 部 ５ １ に は 、 不 図 示 の 電 話 線 が 接 続 さ れ 、 外 部 と 通 信 可 能 と さ れ て い る 。 本 体  
固 定 部 ５ １ の 上 部 に は 、 上 方 に 突 出 す る 係 合 突 起 ５ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 体 固 定 部 ５ １ の 後 部 の 上 部 に は 、 上 方 に 突 出 す る 取 付 部 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 取 付  
部 ５ ２ に は 、 前 後 方 向 に 貫 通 す る 取 付 孔 ５ ２ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 体 固 定 部 ５ １ の 取 付 部 ５ ２ は 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 固 定 板 部 ４ １ の 前 面 に 配 置 さ れ て い  
る 。 螺 子 ５ ２ ａ が 、 取 付 部 ５ ２ の 取 付 孔 ５ ２ ｈ 及 び 固 定 板 部 ４ １ の 取 付 孔 ４ １ ｈ に 挿 通 さ  
れ 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 後 板 部 ３ ４ に 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 体 固 定 部 ５ １ の 後 部 の 下 部 に は 、 下 方 に 突 出 す る 取 付 部 ５ ３ が 設 け ら れ て い る 。 取 付  
部 ５ ３ に は 、 前 後 方 向 に 貫 通 す る 取 付 孔 ５ ３ ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 螺 子 ５ ３ ａ が 、 取 付 部  
５ ３ の 取 付 孔 ５ ３ ｈ に 挿 通 さ れ 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 後 板 部 ３ ４ に 螺 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 送 受 話 器 係 合 部 ５ ６ は 、 本 体 固 定 部 ５ １ の 前 部 に 設 け ら れ て い る 。 送 受 話 器 係 合 部 ５ ６  
は 、 本 体 固 定 部 ５ １ の 上 方 か ら 本 体 固 定 部 ５ １ の 下 方 に ま で 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ は 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ か ら 送 受 話 器 ６ ０ を 取 り 外 し た 正 面 図 で あ る 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 送 受 話 器 係 合 部 ５ ６ の 上 下 に は 、 そ れ ぞ れ 送 受 話 器 係 合 孔 ５ ７ ， ５  
８ が 形 成 さ れ て い る 。 送 受 話 器 係 合 部 ５ ６ は 、 送 受 話 器 係 合 部 ５ ６ に 形 成 さ れ た 前 後 方 向  
に 貫 通 す る 貫 通 孔 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 送 受 話 器 ６ ０ は 、 把 持 部 ６ １ と 、 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ と 、 を 有 し て い る  
。 送 受 話 器 ６ ０ は 、 電 話 機 本 体 ５ ０ に 着 脱 可 能 と さ れ て い る 。 以 下 の 説 明 に お い て 、 送 受  
話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ に 係 合 さ れ た 状 態 （ 図 ２ 等 に 示 す 状 態 ） の 図 を 用 い て 、 方 向 を  
規 定 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 把 持 部 ６ １ は 、 電 話 機 本 体 ５ ０ の 本 体 固 定 部 ５ １ の 前 方 に 配 置 さ れ て い る 。 上 部 ヘ ッ ド  
６ ２ は 、 把 持 部 ６ １ の 上 部 か ら 後 方 に 突 出 し て い る 。 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ は 、 電 話 機 本 体 ５ ０  
の 上 側 の 送 受 話 器 係 合 孔 ５ ７ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ の 下 部 に は 、 上 方 に 凹 む 係 合 凹 部 ６ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 係 合 凹 部 ６  
２ ａ に は 、 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５ １ ａ が 係 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ は 、 図 ２ の 上 部 の 拡 大 図 で あ り 、 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ る  
前 の 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 状 態 を 二 点 鎖 線 で 示 し 、 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ に 取 り 付 け  
ら れ た 際 の 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 状 態 を 実 線 で 示 し て い る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ が 電 話 機 本 体 ５ ０ の 送 受 話 器 係 合 孔  
５ ７ 内 に 配 置 さ れ 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ に 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５ １ ａ が  
係 合 さ れ て 、 送 受 話 器 ６ ０ は 電 話 機 本 体 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 状 態 で 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 押 圧 板 部 ４ ６ 及 び 係 止 板 部 ４ ８ は 、 二 点 鎖 線 で 示 す 元 の  
位 置 か ら 、 実 線 で 示 す よ う に 上 方 に 変 位 し て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ は 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部  
ヘ ッ ド ６ ２ の 上 面 を 下 方 に 押 圧 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 送 受 話 器 ６ ０ を 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 す 際 に は 、 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 方 に 持 ち 上  
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げ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ と 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５ １ ａ と の 係 合 を 解 除  
し て 、 送 受 話 器 ６ ０ と 手 前 に 引 け ば よ い 。 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 方 に 持 ち 上 げ る 際 に は 、  
脱 落 防 止 材 ４ ０ の 押 圧 板 部 ４ ６ 及 び 係 止 板 部 ４ ８ は 、 更 に 上 方 に 変 位 す る 。 送 受 話 器 ６ ０  
が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ は 、 弾 性 変 形 し て 、 二 点 鎖 線 で 示  
す 元 の 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 火 災 受 信 機 １ ０ ０ に よ れ ば 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ に よ っ て 送 受 話 器 ６  
０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 脱 落 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 押 圧 板 部 ４ ６ に よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 は 下 方 に 向 か っ て  
押 圧 さ れ て い る 。 よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ に 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５  
１ ａ が 確 実 に 係 合 す る た め 、 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 脱 落 す る こ と が よ り 一 層  
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 に 持 ち 上 げ ず に 、 単 に 手 前 に 引 い て も 、 送 受 話 器 ６ ０ が 脱  
落 防 止 材 ４ ０ の 押 圧 板 部 ４ ６ に よ っ て 下 方 に 向 か っ て 押 圧 さ れ 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部  
６ ２ ａ に 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５ １ ａ が 係 合 し て い る た め 、 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本  
体 ５ ０ か ら 外 れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 押 圧 板 部 ４ ６ は 、 前 方 に 向 か う に し た が っ て 次 第 に 下 方 に 傾 斜 す る と と も に 、 上  
下 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 で あ る 。 よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ を 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 す 際 に  
、 送 受 話 器 ６ ０ を 上 方 に 移 動 さ せ る よ う に 押 圧 板 部 ４ ６ を 上 方 に 変 形 さ せ れ ば よ い た め 、  
送 受 話 器 ６ ０ の 取 外 し を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 押 圧 板 部 ４ ６ の 前 端 部 に 接 続 さ れ た 係 止 板 部 ４ ８ が 、 電 話 機 本 体 ５ ０ の 上 方 に 配  
置 さ れ た 上 板 部 ３ １ の 係 止 孔 ３ １ ｈ に 係 止 さ れ て い る 。 よ っ て 、 押 圧 板 部 ４ ６ が 外 れ る こ  
と が な く 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 を 下 方 に 向 か っ て 確 実 に 押 圧 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 固 定 板 部 ４ １ は 、 電 話 機 本 体 ５ ０ の 後 方 に 配 置 さ れ た 後 板 部 ３  
４ に 固 定 さ れ て い る 。 よ っ て 、 前 方 か ら 見 た 際 に 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ の 固 定 板 部 ４ １ が 電 話  
機 本 体 ５ ０ で 隠 れ る た め 、 固 定 板 部 ４ １ が 目 立 た な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 変 形 例 １ ）
　 次 に 、 上 記 に 示 す 実 施 形 態 の 変 形 例 １ に 係 る 火 災 受 信 機 に つ い て 、 主 に 図 ７ を 用 い て 説  
明 す る 。 以 下 の 説 明 に お い て 既 に 説 明 し た も の と 共 通 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、  
重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ７ は 、 一 実 施 形 態 の 変 形 例 １ に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 の 一 部 で あ る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 で は 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 上 板 部 ３ １ に は 係 止 孔 ３ １ ｈ が 形 成  
さ れ て い な い 。 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ａ の 押 圧 板 部 ４ ６ の 前 端 部 に は 、 延 出 板 部 ４ ７ が 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 延 出 板 部 ４ ７ は 、 上 向 き 片 ４ ７ ａ と 、 前 向 き 片 ４ ７ ｂ と 、 を 有 し て い る 。 上 向 き 片 ４ ７  
ａ は 、 押 圧 板 部 ４ ６ の 前 端 部 か ら 、 前 方 に 向 か う に し た が っ て 次 第 に 上 方 に 向 か っ て 傾 斜  
し て い る 。 前 向 き 片 ４ ７ ｂ は 、 上 向 き 片 ４ ７ ａ の 上 端 部 か ら 前 方 に 延 び て い る 。 前 向 き 片  
４ ７ ｂ は 、 収 容 凹 部 ３ ０ の 上 板 部 ３ １ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ａ の 押 圧 板 部  
４ ６ 及 び 延 出 板 部 ４ ７ は 、 二 点 鎖 線 で 示 す 元 の 位 置 か ら 、 実 線 で 示 す よ う に 上 方 に 変 位 し  
て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ は 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ の 上 面 を 下 方 に 押 圧 し て い る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 送 受 話 器 ６ ０ を 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 す 際 に は 、 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 方 に 持 ち 上  
げ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ と 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５ １ ａ と の 係 合 を 解 除  
し て 、 送 受 話 器 ６ ０ と 手 前 に 引 け ば よ い 。 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 方 に 持 ち 上 げ る 際 に は 、  
脱 落 防 止 材 ４ ０ Ａ の 押 圧 板 部 ４ ６ 及 び 延 出 板 部 ４ ７ は 、 更 に 上 方 に 変 位 す る 。 送 受 話 器 ６  
０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ａ は 、 弾 性 変 形 し て 、 二 点 鎖 線  
で 示 す 元 の 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 火 災 受 信 機 １ ０ ０ に よ れ ば 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ａ に よ っ て 送 受 話 器  
６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 脱 落 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ａ の 押 圧 板 部 ４ ６ に よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 は 下 方 に 向 か っ  
て 押 圧 さ れ て い る 。 よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ に 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起  
５ １ ａ が 確 実 に 係 合 す る た め 、 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 脱 落 す る こ と が よ り 一  
層 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 変 形 例 ２ ）
　 次 に 、 上 記 に 示 す 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ に 係 る 火 災 受 信 機 に つ い て 、 主 に 図 ８ を 用 い て 説  
明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ８ は 、 一 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ に 係 る 送 受 話 器 の 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 の 一 部 で あ る 。
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 変 形 例 で は 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ｂ の 押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ の 前 端 部 に は 、  
補 強 板 部 ４ ９ が 設 け ら れ て い る 。 補 強 板 部 ４ ９ は 、 押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ の 前 端 部 に 設 け ら れ 、  
押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ の 上 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 補 強 板 部 ４ ９ に よ っ て 、 押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ  
の 前 端 部 は 補 強 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ｂ の 押 圧 板 部  
４ ６ Ｂ 及 び 補 強 板 部 ４ ９ は 、 二 点 鎖 線 で 示 す 元 の 位 置 か ら 、 実 線 で 示 す よ う に 上 方 に 変 位  
し て い る 。 押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ は 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ の 上 面 を 下 方 に 押 圧 し て い  
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 送 受 話 器 ６ ０ を 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 す 際 に は 、 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 方 に 持 ち 上  
げ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ と 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突 起 ５ １ ａ と の 係 合 を 解 除  
し て 、 送 受 話 器 ６ ０ と 手 前 に 引 け ば よ い 。 送 受 話 器 ６ ０ を 一 度 上 方 に 持 ち 上 げ る 際 に は 、  
脱 落 防 止 材 ４ ０ Ｂ の 押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ 及 び 補 強 板 部 ４ ９ は 、 更 に 上 方 に 変 位 す る 。 送 受 話 器  
６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 取 り 外 さ れ る と 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ｂ は 、 弾 性 変 形 し て 、 二 点 鎖  
線 で 示 す 元 の 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 火 災 受 信 機 １ ０ ０ に よ れ ば 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ｂ に よ っ て 送 受 話 器  
６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 脱 落 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ Ｂ の 押 圧 板 部 ４ ６ Ｂ に よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 は 下 方 に 向 か  
っ て 押 圧 さ れ て い る 。 よ っ て 、 送 受 話 器 ６ ０ の 係 合 凹 部 ６ ２ ａ に 電 話 機 本 体 ５ ０ の 係 合 突  
起 ５ １ ａ が 確 実 に 係 合 す る た め 、 送 受 話 器 ６ ０ が 電 話 機 本 体 ５ ０ か ら 脱 落 す る こ と が よ り  
一 層 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お い て 示 し た 各 構 成 部 材 の 諸 形 状 や 組 み 合 わ せ 等 は 一 例 で  
あ っ て 、 本 開 示 の 主 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 設 計 要 求 等 に 基 づ き 種 々 変 更 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】



10

20

30

40

50

JP 7601576 B2 2024.12.17(9)

　 例 え ば 、 上 記 に 示 す 実 施 形 態 で は 、 送 受 話 器 の 支 持 構 造 ３ と し て 、 火 災 受 信 機 １ ０ ０ を  
例 に 挙 げ て 説 明 し た が こ れ に 限 ら れ ず 、 送 受 話 器 が 設 置 さ れ る 電 話 機 や 、 イ ン タ ー ホ ン 等  
に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 上 記 に 示 す 実 施 形 態 で は 、 脱 落 防 止 材 ４ ０ は 、 表 示 パ ネ ル 材 ２ １ の 収 容 凹 部 ３ ０  
に 固 定 さ れ て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 脱 落 規 制 部 が 送 受 話 器 ６ ０ の  
上 部 ヘ ッ ド ６ ２ の 上 面 に 設 け ら れ て い て 、 送 受 話 器 ６ ０ を 電 話 機 本 体 ５ ０ に 取 り 付 け た 状  
態 で 、 脱 落 規 制 部 が 収 容 凹 部 ３ ０ の 上 板 部 ３ １ と 送 受 話 器 ６ ０ の 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ と の 間 に  
配 置 さ れ て 、 上 部 ヘ ッ ド ６ ２ を 下 方 に 押 圧 す る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
１ … 筐 体
２ … 操 作 表 示 パ ネ ル
３ … 送 受 話 器 の 支 持 構 造
３ ０ … 収 容 凹 部
３ １ … 上 板 部
３ １ ｈ … 係 止 孔
３ ４ … 後 板 部
４ ０ ， ４ ０ Ａ ， ４ ０ Ｂ … 脱 落 防 止 材 （ 脱 落 規 制 部 ）
４ １ … 固 定 板 部
４ ６ … 押 圧 板 部 （ 押 圧 部 ）
４ ８ … 係 止 板 部 （ 係 止 部 ）
４ ８ ａ … 上 向 き 片
４ ８ ｂ … 係 止 片
５ ０ … 電 話 機 本 体 （ 本 体 部 ）
５ １ … 本 体 固 定 部
５ １ ａ … 係 合 突 起
６ ０ … 送 受 話 器
６ ２ ａ … 係 合 凹 部
１ ０ ０ … 火 災 受 信 機
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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